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東京亀城会 創立50周年記念号 「ありがとう50年 そして新たな半世紀へ」

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ
会長・同窓会長ご挨拶／母校報告
創立５０周年記念　総会・懇親会報告
我ら幹事年。
母校支援　酒東生キャリア研修
【特別企画】酒東現役教諭座談会
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酒東偉人伝　森万紀子
東風ら亀城人
同期会元気です
予算決算、東京亀城会Ｑ＆Ａ、会員分布図、お知らせ
総会・懇親会のご案内、アトラクション出演者
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は
じ
め
ま
し
て
！

ワ
ハ
ハ
本
舗
で
コ
メ
デ
ィ
ー

マ
ジ
ッ
ク
コ
ン
ビ
を
組
ん
で

い
る
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
マ
シ
ー
ン

の
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ
で
す
！　

今
度
懇

親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！　

簡
単

に
僕
の
自
己
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
マ
シ
ー
ン
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ
こ
と
鈴
木
貞
春

（
68
回
）
は
、
酒
田
市
出
身
。
酒
東
時
代
は
、
前
期
は
生
徒

会
長
、
後
期
は
文
化
祭
実
行
委
員
長
と
活
躍
。

　

大
学
在
学
中
に
、
芸
人
の
夢
を
求
め
て
吉
本
の
お
笑
い

養
成
学
校
に
通
い
、
夢
だ
っ
た
お
笑
い
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
中
々
目
が
出
ず
、
芸
人
を
続
け

な
が
ら
外
資
系
の
銀
行
に
就
職
。
そ
の
も
が
い
て
い
た
時

期
に
、
横
浜
の
マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
で
マ
ジ
ッ
ク
と
出
会
い
ま

す
。
マ
ジ
ッ
ク
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
朝
か
ら
夕
方
ま

で
銀
行
で
働
き
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
夜
は
、
お
笑
い
ラ
イ

ブ
に
出
演
す
る
か
、
マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
で
働
き
、
マ
ジ
ッ
ク
を

習
得
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ネ
タ
に
マ
ジ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
て
か
ら
は
、
順
調
に
仕

事
も
増
え
、お
笑
い
の
世
界
で
は『
笑
点
』『
エ
ン
タ
の
神
様
』

『
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
』
な
ど
な
ど
Ｔ
Ｖ
に
も
少
し
ず
つ
出

演
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
で
も
数
々

の
賞
を
受
賞
。
海
外
で
も
評
価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
・

中
国
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
台
湾
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら

も
お
声
が
か
か
り
、
世
界
各
国
で
シ
ョ
ー
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
酒
田
市
合
併
10
周
年
の
記
念

式
典
に
も
出
演
。
酒
田
の
中
学
高
校
で
公
演
＆
講
演
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
東
京
亀
城
会
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
!!　

ぜ
ひ
ぜ

ひ
マ
ジ
ッ
ク
を
目
の
前
で
見
て
く
だ
さ
い
！　

一
見
の
価

値
あ
り
！　

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!　

懇
親
会
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
!!

　

今
年
の
総
会
の
当
番
幹
事
は
、
卒
業
50

周
年
を
迎
え
た
41
回
卒
を
筆
頭
に
末
尾
が

「
１
」
の
卒
業
年
度
が
務
め
ま
す
。
50
年

前
に
は
木
造
だ
っ
た
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
構
造
物
だ

け
な
く
、
そ
こ
で
学
ぶ
生
徒
も
大
き
く
変

わ
り
、
世
代
を
越
え
た
交
流
が
難
し
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
人
は
同
窓
会
を

敬
遠
し
が
ち
で
す
。
ま
ず
は
、
同
窓
会
に

同
期
が
あ
つ
ま
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

同
期
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
68
回
生
で
、
手

品
と
お
笑
い
を
合
体
さ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

二
人
組
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
マ
シ
ー
ン
」
の
手

品
担
当
、
芸
名
S
A
D
A
の
鈴
木
貞
春
さ

ん
に
出
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。
お
楽
し
み

下
さ
い
。

実
行
委
員
長
　
41
回
卒 

石
井
良
和

最上の流れにうるほう里の　　学び舎みどりの希望はみちて
明るしや　清けしや　　我らの園　我らの門

あしたに夕べに集う　　手を引き助けて円に睦みて
愛あり仁ある人とならん

ああ見よ鳥海七千餘尺　　虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児　　六百並んで高きに向ふ

ＪＵＮＥ２０１６
［Ｎｏ．３６］

36

「宙  櫻のころ」  後藤一朗（41回）  キャンバス  50Ｆ  アクリル・スプレー  2015年

■地下鉄 丸ノ内線・半蔵門線・千代田線・
東西線・都営三田線
大手町駅下車A4・E1出口直結

■J     R 東京駅丸の内北口より徒歩7分

〒100-0004　東京都千代田区大手町1-7-2
Tel：03-3273-2257～9（直通）

同
窓
会
を
き
っ
か
け
に

同
期
の
連
帯
を

平成28年度 東京亀城会 
第51回総会・懇親会のご案内

本年度執行回【31回卒、41回卒、51回卒、61回卒、71回卒】

東京亀城会会報36号 編集後記

■申込み／阿部【hiromi-a@u01.gate01.com】へ。

■日　時／平成28年6月25日（土）
 14時から（受付13時30分より）17時まで
■会　場／大手町サンケイプラザ・ホール（3階）
 千代田区大手町1-7-2　TEL.03-3273-2258
■会　費／8,000円（但し、学生は2,000円）
■イベント／キャラメルマシーン（ＷＡＨＡＨＡ本舗）のコメディマジック

私が
SADA
です！

懇親会の
マジックショーで
会いましょう！！

ボケ担当
おだじで

す★アトラクション紹
介
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　50周年記念号ということで、A４オールカラー20ページの会報
となりました。編集委員会で協力し、また多くの会員のご協力
で、賑やかな紙面となりました。会報が、会の情報発信だけでな
く、会員同士をつなぐ役割を担えたらこんなに嬉しいことはあ
りません。デザインから印刷まで、コマツ・コーポレーションの
和田さん、五十嵐さん、大瀧さんには多大なご協力を頂きまし
た。この場を借りて御礼申し上げます。

瀬尾亜希子（65回）

○発　行／2016年5月15日
○発行者／元木　徹
○編　集／会報委員会
○印刷所／コマツ・コーポレーション
○発行所／東京亀城会　東京都中央区銀座1－18－6
 井門銀座一丁目ビル5階　元木徹法律事務所内
○問合先／瀬尾亜希子【akiko@mokuren.gr.jp】

ワハハ本舗の
キャラメルマシーン
SADA 鈴木貞春(68回)　

至池袋
外堀通り 鎌倉橋

首都高速都心環状線

至渋谷

KDDI

通信総合
博物館

工事中

神田橋出口

大手町ビル

大手町
野村ビル

アーバンネット
大手町ビル

パレスホテル
（工事中）

経団連会館

三井生命

三井住友
銀行JFE

三菱東京
UFJ銀行

工事中

至中野

至水天宮

至西船橋

至高島平・至綾瀬 至上野

至新宿

東西線

半蔵門線

至日比谷 至品川

読売新聞

丸の内北口
八重洲口新丸ビル

丸ビル

大手町

大手町

P

大
手
町

東
京
メ
ト
ロ
東
京
駅

大
手
町

千
代
田
線

丸
ノ
内
線

都
営
三
田
線

日
比
谷
通
り

JR
 

東
京
駅

大
手
町

丸の内オアゾ
丸ノ内ホテル

一方通行

一方通行
永代通り

大手町
サンケイ
プラザ

P



元
木　
　

徹

東
京
亀
城
会 

会
長

昭

１
０
０
周
年
へ
の

新
た
な
一
歩

　

昨
年
は
、
当
会
創
立
50
周
年
の
記
念
事

業
を
盛
大
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
御
協
力

と
実
行
委
員
・
当
会
役
員
の
方
々
の
多
大

な
御
尽
力
に
対
し
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
に

は
、
会
務
を
担
う
人
材
の
確
保
と
財
政
基

盤
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
創
立
50

周
年
記
念
事
業
を
機
に
50
回
か
ら
70
回
代

卒
で
会
務
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る

方
々
の
お
陰
で
、
人
材
は
確
保
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
財
政
基
盤
の
確
立
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。  

最
大
の
収
入
源
で
あ
る
会

費
は
、
納
入
者
が
平
成
９
年
度
か
ら
16
年

度
は
９
０
０
〜
１
０
０
０
名
で
し
た
が
、

17
年
度
以
降
減
少
を
続
け
、
21
年
度
か
ら

は
遂
に
５
０
０
名
を
割
り
、
会
財
政
は
危

機
的
状
況
で
す
。

　

今
年
は
当
会
１
０
０
周
年
へ
の
新
た
な

一
歩
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
、

会
費
や
広
告
料
収
入
等
の
増
収
策
・
経
費

節
減
策
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
・
御

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
亀
城

同
窓
会
、
母
校
並
び
に
後
輩
に
対
し
て
ご
支

援
を
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
母

校
支
援
事
業
の
「
ぜ
ん
ご
塾
」「
東
京
キ
ャ

リ
ア
研
修
」
等
で
は
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
亀
城
同
窓
会

総
会
は
、
元
木
会
長
は
じ
め
東
京
亀
城
会

か
ら
も
大
勢
出
席
い
た
だ
き
、
総
勢
４
０

４
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

全
員
に
貴
会
創
立
50
周
年
記
念
誌
を
配
布

し
て
頂
き
、
出
席
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
同
窓
会
名
簿
編
集

委
員
会
と
期
別
名
簿
世
話
人
の
努
力
に
よ

り
、
２
０
１
５
年
版
会
員
名
簿
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
親

睦
と
交
流
の
た
め
に
是
非
購
入
い
た
だ

き
、
同
窓
生
と
し
て
の
「
絆
」
を
よ
り
強

固
に
す
る
役
割
を
果
た
せ
れ
ば
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
発
展

と
会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
母
校

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
の
皆
様
、
初
め
て
お
目
に

か
か
り
ま
す
。
こ
の
春
、
酒
田
東
高
等
学

校
長
を
拝
命
し
、
酒
田
西
高
等
学
校
よ
り

異
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
自
宅
は
市
内
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
酒
田
で
の
勤
務
は
酒
田

商
業
教
頭
時
代
の
３
年
、
西
高
校
長
時
代

の
２
年
の
み
で
あ
り
、
地
域
の
こ
と
が
わ

か
ら
ず
不
行
き
届
き
な
点
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
に
県
教
委
は
、
平
成
30
年

度
入
学
生
よ
り
山
東
、
興
譲
館
、
酒
東
に

探
究
科
を
設
置
す
る
旨
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
探
究
科
は
京
都
の
堀
川
高
校
が
先

駆
け
で
す
が
、
生
徒
た
ち
の
興
味
関
心
を

次
々
と
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
学

習
へ
の
取
り
組
み
方
も
変
容
し
、
進
学
実

績
の
面
で
も
大
き
く
飛
躍
し
た
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
設
置
に
向
け

て
教
育
課
程
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
「
酒

東
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
前
向
き
に
酒
東
丸
の
舵
を
取
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
岸　

文
章

亀
城
同
窓
会 

会
長

母
校
支
援
の
た
め
に

諸
原　

正
巳

酒
田
東
高
等
学
校 

校
長

探
究
科
設
置
を

飛
躍
の
バ
ネ
に
！

会長・同窓会長　　
ご挨拶/母校報告

創立50周年
記念

総会・懇親会報告

2015年 東京亀城会

「ありがとう50年 そして新たな半世紀へ」
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昨年、創立50周年を迎えた東京亀城会。
６月に行われた記念総会・懇親会は

180名の参加者で大盛況に終えることができました。
当日の写真とともに振り返ります。

和
の
初
め
、
山
形
県
立
酒
田
中
学

校
を
大
正
14
年
に
卒
業
し
た
第
１

回
生
を
中
心
と
し
た
若
者
ら
が
、
母
校
と
故

郷
を
想
い
、
折
に
ふ
れ
庄
内
出
身
者
の
男
子

学
生
寮
で
あ
る
荘
内
館
な
ど
に
集
ま
っ
た
の

が
当
会
の
母
体
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
16
年
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
間

も
な
く
「
東
京
亀
城
会
」
が
産
声
を
上
げ
た

も
の
の
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
と
な
り
、

長
い
間
活
動
が
中
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

先
輩
達
の
母
校
と
故
郷
に
対
す
る
想
い
、
情

熱
は
そ
れ
か
ら
20
数
年
経
っ
て
も
消
え
る
こ

と
は
な
く
、
昭
和
40
年
の
会
再
建
の
原
動
力

と
な
り
、
再
建
後
は
毎
年
総
会
が
開
催
さ

れ
、
半
世
紀
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。

　

当
会
は
再
建
の
昭
和
40
年
を
創
立
の
年

と
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
数
え
て
昨
年
で
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
当
会
の
活
動
を
担
っ
て
き
た
創
立
者
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
の
限
り
な
い

情
熱
と
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
つ
つ
今
日

ま
で
連
綿
と
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
歴

代
の
役
員
及
び
事
務
局
の
方
々
の
不
断
の
努

力
の
賜
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

こ
の
50
周
年
の
大
き
な
節
目
は
、
当
会
の

過
去
を
振
り
返
り
、
現
在
を
見
つ
め
、
未
来

を
見
据
え
る
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
１
０

０
周
年
に
向
け
て
の
「
歩
み
」
の
始
ま
り
で

も
あ
り
、
こ
の
「
歩
み
」
を
一
歩
一
歩
積
み

重
ね
、
新
た
な
伝
統
と
歴
史
を
築
き
上
げ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
亀
城
同
窓
会

▲23回卒から新卒まで、来賓含め180名がサンケイホールに参集。相川元会長の音頭で乾杯！

▲50年の歴史が詰まった
「東京亀城会50周年記念誌」。

と
各
地
区
亀
城
会
及
び
庄
内
地
区
他
校
の

在
京
同
窓
会
や
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
・
団

体
な
ど
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
11
月
に
創
立
50
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
記
念
事
業
の

種
々
の
企
画
を
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
（
名

誉
実
行
委
員
長
・
堀
修
二
30
回
／
実
行
委
員

長
・
白
畑
優
60
回
）。
記
念
事
業
の
主
な
も

の
は
、
50
周
年
記
念
誌
の
刊
行
と
、
昭
和
58

年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お

し
ん
」
で
子
役
を
演
じ
た
小
林
綾
子
さ
ん
に

よ
る
、
懇
親
会
で
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

会
場
内
に
は
多
く
の
郷
土
料
理
や
地
酒

を
取
り
寄
せ
て
用
意
し
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

以
外
に
も
大
抽
選
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
30
回
と
60
回
を
中
心
と
す

る
当
番
幹
事
が
、
こ
の
記
念
総
会
を
機
に

作
っ
た
そ
ろ
い
の
法
被
姿
で
「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
を
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
遂
行
の
た
め
に
会

員
や
企
業
・
団
体
等
の
皆
様
に
御
協
力
の

お
願
い
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
方
々

か
ら
多
額
の
協
賛
金
や
御
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
記
念
事
業
の
企
画
と
実
行
に
あ
た
っ

て
こ
ら
れ
た
実
行
委
員
と
当
会
役
員
、
及

び
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
御
尽

力
に
対
し
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
多
く
の
方
々
の
御
協
力
や
御
尽
力
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
記
念
総
会
を
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
元
木
　
徹
会
長
挨
拶
よ
り
抜
粋
）
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月
28
日
（
土
）、
東
京
亀
城
会
創
立

50
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
は
、

市
長
代
理
の
丸
山
至
副
市
長
（
現
市
長
）
は

じ
め
多
数
の
御
来
賓
、
会
員
に
御
臨
席
御
出

席
賜
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卓
上
に
は
、
酒
田
の
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、
し

そ
巻
、漬
物
、だ
だ
ち
ゃ
豆
、地
酒「
初
孫
」「
上

喜
元
」「
楯
ノ
川
」
等
が
用
意
さ
れ
、
会
場

の
後
方
に
は
「
い
も
煮
」
の
大
き
な
鍋
。
会

場
料
理
と
と
も
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
酒
や
郷
土
料
理
が
あ
る
だ
け
で
、
和

み
、
会
話
も
よ
り
弾
み
ま
す
。
み
な
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
会
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
小
林
綾
子
さ
ん
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。
酒
田
、
山
形
へ
は
１
０
０

回
以
上
行
っ
て
い
る
と
い
う
小
林
さ
ん
。「
お

し
ん
」
の
映
像
や
、
子
ど
も
の
頃
の
写
真
な

ど
を
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
、
撮
影

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
当
時
の
思
い
出
、
酒
田
の

印
象
、
好
き
な
場
所
等
、
酒
田
へ
の
思
い
入

れ
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
小

林
さ
ん
と
何
度
か
共
演
な
さ
っ
て
い
る
俳
優

佐
藤
輝
さ
ん（
39
回
）に
も
登
壇
い
た
だ
き
、

小
林
さ
ん
が
大
好
き
と
い
う
「
最
上
川
舟

歌
」
を
熱
唱
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

27
回
卒
以
上
の
方
々
へ
は
、
小
林
綾
子
さ

ん
か
ら
サ
イ
ン
色
紙
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
小
林
さ
ん
か
ら
直

に
手
渡
さ
れ
、
握
手
を
す
る
と
、
思
わ
ず
マ

イ
ク
を
握
り
「
お
し
ん
」
放
映
当
時
の
思
い

出
話
が
止
ま
ら
な
く
な
る
方
も
お
り
ま
し

た
（
笑
）。

　

平
田
牧
場
さ
ん
の
ご
協
力
で
開
催
し
た

「
大
抽
選
会
」
は
、
１
等
１
万
４
千
３
０
０

D
O
U
K
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A
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私
が
酒
東
を
卒
業
以
来
初
め
て
同
窓
会
に
触
れ
た
の

は
、
４
年
前
の
酒
田
亀
城
会
総
会
の
幹
事
学
年
の
秋
で

し
た
。
日
中
に
１
年
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
講
師
を
務

め
、
夜
は
同
期
だ
け
で
も
１
８
０
人
集
ま
り
、
日
頃
の

厳
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
離
れ
、
本
当
に
心
温
ま
る
ひ

と
時
で
、
そ
こ
に
は
30
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
皆
の
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。
翌
年
、
東
京
亀
城
会
よ
り
60
回
が
50
周

年
の
幹
事
学
年
な
の
で
参
加
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、

母
校
へ
の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
実
行
委
員
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
亀
城
会
は
、
20
回
代
30
回
代
に
分
厚
い
会
員
層

を
持
つ
伝
統
あ
る
組
織
で
す
。
反
面
、
60
回
代
以
降
は

大
変
低
い
参
加
率
で
、
キ
ャ
リ
ア
に
て
母
校
支
援
す
る

力
の
あ
る
現
役
世
代
が
手
薄
な
会
員
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
50
周
年
を
契
機
に
「
頼
れ
る
会
・
心
温

ま
る
会
・
進
歩
す
る
会
・
何
よ
り
も
一
層
楽
し
い
会
」

伝
統
と
進
取
を
取
り
込
む
重
層
的
な
組
織
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
若
手
混
成
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
事

務
局
の
齋
藤
俊
輔
く
ん
（
72
回
）
ら
メ
ン
バ
ー
皆
で
協

力
し
、
仕
事
の
合
間
や
休
日
に
集
ま
り
コ
ン
セ
プ
ト
作

り
か
ら
実
務
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
地
元
酒
田
の
企
業
や
市
役
所
、
多
く
の
方
々
の
寄

付
や
支
援
多
数
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
３
ヵ
年
計
画
で
、以
下
を
主
な
柱
に
、様
々

な
事
業
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
議
論
を
進
め
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
が
軌
道
に
乗
る
頃
、
東
京
亀
城
会
が
多

く
の
世
代
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
会
に
発
展
し
て
い
る

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
是
非
今
後
と

も
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
年
１
回
の
会
報
の
充
実

②
特
に
60
回
代
以
降
の
名
簿
整
理

③
新
イ
ベ
ン
ト
創
設
（
異
業
種
交
流
い

も
煮
会
等　

19
頁
参
照
）

④
会
員
交
流
の
場
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
実
現

▲

メイン司会は
実行委員長の
白畑優さん（60回）。

▲恒例の校歌斉唱と、応援団エール！
昨年は、酒田からも大滝聡さん（60回）が
応援に駆けつけてくれました！
赤いハッピでスタッフは一目瞭然。

▲来賓席。山岸会長に挨拶する元木会長。
酒田市長代理の丸山副市長（現市長）始め、故郷の
他校同窓会の皆さまにもご臨席いただきました。

▲平田牧場さんから
ご提供いただいた品々での
大抽選会も大盛り上がり！
「当たった方、おめでとう
ございま～す！」

▲小林綾子さんのトークショー。
進行役は瀬尾亜希子さん（65回）。大画面で「おしん」の
ワンシーンとともに、撮影秘話や酒田にまつわる思い出、
酒田の好きな場所などを軽快にお話いただきました。

▲舞台で共演したという39回卒の俳優佐藤輝さん。
小林さんのリクエストに応え「最上川舟唄」を熱唱！
小林さんは、ドラマ助監督の鈴木朋生さん（60回）、
評論家の佐高信さん（35回）など酒東OBとの仕事も多い。

▲スクリーンに表示する画像データは、
安藤茂克さん（60回）と常田秀幸さん（61回）が
準備してくれました。

お任せあれ

キマってる～

▲高梨前校長を中央に、
先生方と新卒生。みんな先生
のように見えますけど、びしっと
ネクタイで決めてるのが新卒生！
頼もしい後輩たちです。

50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長　

白
畑　
　

優

円
〜
５
等
４
千
１
５
０
円
ま
で
８
名
が
当

選
。
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
当
た

ら
な
か
っ
た
参
加
者
に
も
、
も
れ
な
く
、
酒

田
の
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
（
菓
子
の
菊
池
、

木
村
屋
、
小
松
屋
）
い
ず
れ
か
を
お
土
産
と

し
て
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
た

方
も
、
美
味
し
い
料
理
と
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ

に
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。
今
後
益
々
の
会
の
発
展
、
会

員
同
士
の
交
流
、
健
康
等
を
祈
念
し
て
三
本

締
め
。
28
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
さ
ら

に
多
く
の
会
員
で
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

６

▲ゲストの小林綾子さんと、
テーブルごとに記念撮影。
全テーブルの記念写真が
ホームページに掲載
されています。

○開会
○来賓紹介
○挨拶  東京亀城会会長　　  元木　徹
　　　  酒田亀城同窓会会長  山岸文章
　　　  酒田市本間市長代理  丸山　至副市長
○食事・歓談
○小林綾子と“もっけだのぉ”トークライブ
○小林綾子さんと記念撮影
○「酒田東高校の活躍」高梨博実校長
○大抽選会（提供：平田牧場）
○応援歌、エール、校歌斉唱
○御礼  50周年名誉実行委員長  堀　修二
　　　  50周年実行委員長　　  白畑　優
○幹事交代（末尾０年→末尾１年）
○閉会

【酒田市長代理・副市長】
 丸山　至様
【亀城同窓会長】 【酒田東高等学校長】
 山岸文章様  髙梨博実様
酒田光陵高等学校東京同窓会様
東京有煒会様
東京鶴翔同窓会様
如松同窓会東京支部様
城畔同窓会関東総支部様
東京みやまちどり会様
黎明同窓会関東支部様
酒田工業高校同窓会関東支部様
酒田中央高校同窓会東京支部様
ふれあい酒田様
株式会社荘内日報社様

東京亀城会50周年記念 懇親会次第御来賓

平田牧場 金華豚
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関
東
三
一
会
は
毎
年
年
末
近
く
な
る
と
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
る
。
例
年
は
新

緑
の
頃
の
公
園
散
策
や
夏
の
暑
気
払
い
な
ど

も
行
っ
て
き
た
が
、
幹
事
の
腰
痛
で
昨
年
度

は
そ
れ
が
で
き
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　

12
月
４
日
は
横
浜
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
38
階
の
部
屋
で
、桜
木
町
、帆
船
日

本
丸
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
の
少
し
ば
か
り
豪

勢（
？
）な
会
食
で
あ
っ
た
。各
人
の
近
況
報

告
で
は
、大
切
な
連
れ
合
い
を
亡
く
し
た
辛
い

話
や
、大
病
を
患
い
車
椅
子
生
活
を
し
て
い
た

が
再
手
術
で
今
回
参
加
で
き
た
な
ど
の
話

が
。年
齢
が
同
じ
で
似
た
経
験
を
経
て
き
た

我
々
は
、理
解
し
納
得
し
あ
え
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
も
ま
た
皆
で
苦
労
や
未
来
の

こ
と
な
ど
話
し
合
お
う
と
思
う
。
来
年
の
こ

と
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
と
い
う
が
大
い
に

笑
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い
か
。

　

今
年
の
東
京
亀
城
会
は
我
々
関
東
三
一
会

も
担
当
幹
事
年
で
あ
る
。
10
年
前
の
我
々
は

69
歳
で
あ
り
実
働
部
隊
と
し
て
活
動
し
た

が
、
今
年
は
41
回
、
51
回
生
の
諸
君
に
実
働

部
隊
と
し
て
大
い
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
、

我
々
79
歳
組
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員
が

総
会
に
出
席
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て

行
き
た
い
。

　

三
一
会
の
諸
君

は
勿
論
の
こ
と
、

他
の
多
く
の
皆
さ

ん
の
出
席
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。

　

青
雲
の
志
を
抱
い
て
郷
里
を
出
て
50

年
、
多
く
が
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
、
同
期

会
で
は
孫
の
話
題
に
花
が
咲
く
こ
の
頃
と

な
り
ま
し
た
。
年
１
回
の
同
期
会
で
は
間

隔
が
あ
き
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
半
年
毎

の
開
催
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
う
ま
い
ぐ

あ
い
に
、
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め
た
同

期
の
美
術
創
作
活
動
の
成
果
が
春
と
秋
の

展
覧
会
で
展
示
さ
れ
る
の
で
、
鑑
賞
を
兼

ね
な
が
ら
同
期
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
会
場
が
上
野
や
銀
座
な
の
で
集
ま
る

の
に
都
合
の
良
い
場
所
で
す
。

　

生
ま
れ
た
地
の
言
葉
を
日
常
的
に
50
年

も
使
っ
て
い
な
い
と
、地
方
特
有
の
単
語
は

記
憶
か
ら
消
し
去
ら
れ
る
よ
う
で
、下
駄

の
歯
の
間
に
詰
ま
っ
た
雪
を
な
ん
と
呼
ん
だ

か
、と
い
う
最
近
の
話
題
で
は
、「
ば
っ
こ
」

と
記
憶
に
留
め
て
い
た
人
が
４
割
ほ
ど
で
、

忘
れ
た
方
が
ち
ょ
っ
と
多
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
雪
に
ま
つ
わ
る
記
憶
は
子
供

心
に
強
烈
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、
日
和

山
の
坂
で
竹
ス
キ
ー
や
竹
じ
ょ
ん
ば
で
遊

ん
だ
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
メ
ー
ル
で
飛

び
交
い
ま
し
た
。

　

去
年
は
久
々
の
同
期
会
が
、
東
京
と
酒

田
の
両
方
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
5
年
ぶ
り
で
す
が
、
３
月
28

日
に
南
国
酒
家
原
宿
店
で
、
総
勢
18
名
の

参
加
で
し
た
。
二
次
会
も
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
で
、
狭
い
居
酒
屋
の
部
屋
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ

ウ
詰
め
で
思
い
の
ほ
か
の
盛
り
上
が
り
。

　

酒
田
で
は
12
年
ぶ
り
（
亀
城
同
窓
会
総

会
の
幹
事
年
以
来
）
と
な
る
同
期
会
で
、

８
月
14
日
に
28
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会

場
は
ル
・
ポ
ッ
ト
フ
ー
。
お
盆
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
女
性
陣
の
参
加
が
少
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
期
の
佐
藤
時
啓
さ
ん
が
「
２
０

１
５
年
（
第
65
回
）
芸
術
選
奨
文
部
科
学

大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
の
活
動
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
し
た
講
演

の
よ
う
な
も
の
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

同
期
な
ら
で
は
の
ツ
ッ
コ
ミ
等
も
あ
っ
た
り

し
て
楽
し
い
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

酒
田
で
の
同
期
会
は
今
後
毎
年
の
開
催

に
し
よ
う
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、東
京
で
も
大
い
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

我
ら
幹
事
年
第
31
・
41
・
51
・
61
回
卒
、集
い
し
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
幹
事
た
ち
。

私
た
ち
の
あ
れ
こ
れ
。何
で
も
ご
ざ
れ
！

31回
第

41回
第

51回
第

50
年
の
歳
月

石
井　

良
和

鬼
が
笑
う
？

小
山　

嘉
吉

41回
第

「
久
々
の
同
期
会
」斉藤　
　

淳

61回
第

次
回
の
同
期
会
！常

田　

秀
幸

。

　

２
０
１
３
年
11
月
に
酒
田
の
亀
城
会

で
、
幹
事
年
と
い
う
こ
と
で
久
し
ぶ
り
に

集
ま
っ
た
同
期
生
。

　

亀
城
会
の
前
に
は
「
職
業
別
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
幹
事

学
年
が
講
師
と
な
り
在
校
生
に
仕
事
の
話

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
各
分
野
か
ら

11
名
が
講
師
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
学
館

の
コ
ミ
ッ
ク
営
業
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

衆
議
院
議
員
秘
書
、
小
学
校
教
諭
、
水
産

試
験
場
、
設
計
ス
タ
ジ
オ
、
病
院
、
居
宅

介
護
支
援
、Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
等
、
61
回
卒
の

多
分
野
で
の
活
躍
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
わ
が
同
期
生
の
次
回
同
期
会
は
と
61

回
会
長
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
50
歳
の
時
に

は
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
み
ん
な
こ
こ
ろ

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
月
が
経
っ
て
も
変
わ
ら
ず
盛
り
上
が

れ
る
の
は
同
期
生
な
ら
で
は
！　

今
年
の

東
京
亀
城
会
は
、
わ
が
61
回
も
幹
事
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
25
日
当
日
参
加
の

み
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
大
結

集
下
さ
い
。

▲竹じょんばは、足袋を着用
するので、我々の時代がわかり
ます。

▲2015年3月28日に
南国酒家原宿店で。

▲亀城同窓会 応援団準備中の様子

●2016年11月28～12月3日 銀座ギャラリー暁「第２回アルソミトラの会」出展予定　●2016年 8月29～ 9月3日 銀座ギャラリー暁「わが心の旅路展」

※11名の講師による
「職業別ガイダンス」の様子は、
ＨＰをご覧下さい。

　1948 年酒田市（旧平田町）生まれ。東京水産大学（現東京海洋大学）卒業。
　大学時代からの潜水技術を活かし、26 歳で潜水調査や工事の会社を起業。1998 年頃
からフォトコラージュを作り始め、2003 年第 36 回新美展「顔、歎き」で新人賞、2004 年、
第37回新美展「黒き者たち」で内閣総理大臣賞受賞。以降、同展で優秀賞５回。2010年、
62 歳で会社を閉じ、以後制作に没頭する。現在は、アクリルスプレーを駆使した作品
で、透けや色の重なり、調和を追及している。制作した 1000 点もの作品は自宅に常時
展示、保管してあり、希望者は観覧できる。 【http://www.ichiro-goto.com】

アーティストの
ご紹介

表紙作品

新作展覧会の予定
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▲父を亡くしバブル崩壊の煽りで大損して
落胆していた時に、アート制作を始めて救
われたという後藤さん。
「『美』って、共感するものを探す作業なのか
も。自分の作品に共感してくれる、認めてく
れる人がいるって嬉しいことだよね」

▲アトリエ兼ご自宅で、同期と
団らんする後藤さん

▲「黒き者たち」
第37回新美展（2004）
内閣総理大臣賞受賞

▲「吠えるⅡ」
（フォトコラージュ）

▲「球体考、彩雲の中に（赤）」
（アクリルスプレー）

　JICA（独立行政法人 国際協力機構）の
加藤隆一さん（57回）に、「ライオン国家勲
章」が授与されました。加藤さんは、JICAに
入ってから、フランス語圏アフリカ諸国へ
の協力はかかせないとしてフランス語を習得
し、各国で支援。2003年からの最初のセネガル赴任
では、インフラ整備などから、人材育成や教育分野
などソフト面へも積極的に挑戦を始め、セネガル事
務所はそれまでの倍の規模に拡大。2012年11月か
ら2016年3月までの2度目の赴任ではJICAセネガ
ル事務所長を務め、現場を支える多くの職員、専門
家、ボランティアらをまとめ、牽引しました。
　勲章の授与は日本の40年にわたるセネガルへの
協力をたたえたもので、3月22日、セネガルの大統
領官邸で行われ、マッキー・サル大統領から加藤さ
んに勲章と感謝の言葉がおくられました。

後藤　一朗 Ichiro Goto

News!JICAセネガル事務所長 加藤隆一（57回）に
セネガル大統領から勲章

（画  伊藤正治郎）
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東
京
亀
城
会
は
前
年
度
に
ひ
き
続
き
、

平
成
27
年
度
も
酒
東
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

て
、
酒
東
の
正
式
な
授
業
の
１
つ
で
あ
る

「
課
題
研
究
」
に
協
力
し
ま
し
た
。
依
頼

さ
れ
た
こ
と
は
次
の
３
つ
で
す
。

⑴
６
月
に
新
入
生
の
た
め
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
５
つ
提
示
す
る
。

⑵
11
月
に
新
入
生
か
ら
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対

す
る
解
決
策
の
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
、
さ
ら

に
解
決
策
が
深
ま
る
よ
う
に
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
ト
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

⑶
３
月
に
校
内
選
考
を
勝
ち
抜
い
た
10

チ
ー
ム
が
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の

で
、
そ
の
審
査
を
行
う
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
１
つ
は
、「
２
０
３
５
年

の
高
齢
社
会
（
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
）

に
お
い
て
最
も
価
値
が
あ
る
と
思
う
こ
と

を
１
つ
選
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
そ
れ
を

活
か
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
下

さ
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
他
の
４
つ
も

同
様
で
す
が
、
我
々
社
会
人
に
と
っ
て
も

大
変
難
し
い
内
容
で
す
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
る
と
き
に
メ
ン
バ
ー

で
話
し
た
こ
と
は
、「
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
何
十
年
も
経
っ
て
も
覚
え
て
い
る
こ
と

は
、『
あ
の
と
き
、苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

頑
張
っ
て
な
ん
と
か
し
た
』
と
い
う
事
柄

だ
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

課
題
研
究
が
そ
の
１
つ
に
な
る
よ
う
に
と

い
う
願
い
か
ら
、
敢
え
て
難
し
い
内
容
に

し
ま
し
た
。

　

11
月
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
16
名
の
O
B
O
G

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
皆
、
口
々
に
「
生
徒
の
プ
レ
ゼ

ン
は
興
味
深
く
、
と
て
も
面
白
い
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
」
と
言
っ
て
下
さ
り
、
O
B
O
G
も
十

分
に
楽
し
め
た
よ
う
で
し
た
。

　

３
月
の
英
語
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
10
チ
ー

ム
の
全
て
が
原
稿
を
全
く
見
る
こ
と
な

く
、
堂
々
と
聴
衆
に
語
り
か
け
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
緊
張
の
た
め
か
、
突
然
話

す
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
生
徒
が
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
同
じ
チ
ー
ム
の
別
の

生
徒
が
、
小
声
で
教
え
て
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
で
何
度
も
練
習
を
し
た
か
ら
、

他
の
メ
ン
バ
ー
の
セ
リ
フ
も
覚
え
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
得
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
彼
ら

彼
女
ら
の
財
産
に
な
る
に
違
い
な
い
と
確

信
し
な
が
ら
、
微
笑
ま
し
く
思
っ
た
場
面

酒東生キャリア研修
「課題研究」に協力して 宮本　健一（62回）

▲優勝したE-1班の発表の様子。
発表タイトルは、”A new car 
industry produced by the needs 
of an aging society.”

▲プレゼン会場は体育館。1年生
に加えて、保護者や近隣の方々も
参加されました。

▲生徒のプレゼン終了後、審査委
員（東京亀城会からは筆者）と来
賓（東京亀城会からは金井副会
長、56回河島執行理事）が別室で、
優勝チームの選考を行いました。

▲審査委員長（筆者）による審査結
果の発表。優勝チームは、名前を告
げられると、驚きと喜びが混ざっ
た反応でした。

で
し
た
。

　

な
お
、
11
月
に
は
、
生
徒
の
プ
レ
ゼ
ン

に
先
立
ち
、
O
B
O
G
を
囲
ん
で
の
座
談

会
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
元
木

会
長
、
高
橋
副
会
長
に
も
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
東
京
亀
城
会
の
皆
さ
ま
か
ら

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
頂
き
、
自
分
た
ち
な
り
に

そ
れ
ら
の
解
決
策
を
見
出
す
課
題
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
な
か
、
私

た
ち
の
た
め
に
お
力
添
え
を
頂
け
た
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
27
年
度
の
１
学
年
団
は
『
わ
か
つ

学
年
』
と
い
う
名
称
で
、
何
事
に
対
し
て

も
分
か
ち
合
う
、
皆
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
事
に
す
る
と
い
う
目
標
で
こ
れ
ま
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の
大
き
な

原
動
力
に
な
っ
た
も
の
が
こ
の
課
題
研
究

で
す
。
現
在
の
高
校
生
に
と
っ
て
、
教
科

書
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
載
っ
て
い

な
い
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
４
月
の
宿

泊
研
修
か
ら
３
月
の
課
題
研
究
発
表
会
ま

で
の
こ
の
取
り
組
み
で
、

ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り
も

大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
答
え

の
な
い
問
題
に
周
囲
と
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
だ

け
で
な
く
、
自
分
た
ち
が

考
え
た
机
上
の
空
論
を
ど

れ
だ
け
現
実
へ
と
近
づ
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
、
そ
の
際
ネ
ッ
ク
に
な

る
も
の
を
ど
れ
だ
け
ク
リ

ア
に
で
き
る
か
、
そ
し
て

売
上
を
計
上
し
利
益
は
ど

れ
だ
け
得
ら
れ
る
見
込
み

が
あ
る
の
か…

な
か
な
か

現
実
離
れ
し
た
班
も
あ
り
ま
し
た
が
、
彼

ら
の
豊
か
な
発
想
を
彼
ら
自
身
で
解
決
策

ま
で
落
と
し
込
ん
だ
の
は
事
実
で
す
。
こ

れ
は
ま
さ
に
探
究
学
習
そ
の
も
の
と
考
え

ま
す
。
報
道
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

酒
田
東
高
校
に
は
２
０
１
８
年
度
よ
り
探

究
科
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
習
得
し
た
知
識

を
使
っ
て
問
題
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
解
決

策
を
見
出
す
と
い
う
こ
の
『
課
題
研
究
』

が
、『
わ
か
つ
学
年
』
を
い
っ
そ
う
『
酒
東

生
』
に
し
て
く
れ
る
も
の
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼ファシリテーターを務めたOBOG
平成27年度１学年　課題研究の取り組み

54回  岡崎　理香 岐阜女子大学南アジア研究センター特別研究員
56回  河島　三二 株式会社日立システムズ
56回  菊池　佐惠 ANAビジネスソリューション株式会社
59回  三浦　琢揚 株式会社 ミウラ・リ・デザイン
62回  池田　大介 三菱商事株式会社
62回  小野寺良恵 独立行政法人国際協力機構（JICA）
62回  鈴木　裕子 株式会社博報堂DYアイ・オー
62回  中野　幸伸 ペリクラーク ペリアーキテクツ ジャパン株式会社
62回  宮本　健一 住友電気工業株式会社
62回  毛利　　篤 日本コロムビア株式会社
64回  東根　延広 東洋証券株式会社
65回  飯野雄一郎 三機工業株式会社
65回  佐々木亜希子 活動弁士
72回  齋藤　　剛 プルデンシャル生命保険株式会社
75回  柿崎佳奈子 日産自動車株式会社
77回  今野　拓也 株式会社ホテルオークラ東京

『課題研究』がもたらすもの
27年度酒東教諭　堀江　友和

3月の英語プレゼンの様子

4月8～10日

4～7月

9月4日

9～11月

11月12～14日

11～1月

2月9・16日

3月19日

宿泊研修 湯野浜温泉海麓園

ミッション内容調査

課題研究講演会

ミッション解決 課題研究Ⅰ

東京キャリア研修

ミッション解決 課題研究Ⅱ

ミッション内予選会

課題研究発表会

酒田東高校体育館

各ミッションにつき10班編成
（1班3～4人）

国立オリンピック記念青少年総合センター

2班×5テーマ 計10班が代表

酒田東高校体育館

月日 活動 内容 場所/備考
クラス別に『安保問題・国連』『食料問題』『環境問題』『社会保障』『グローバル化』の各テー
マについて議論、意見を発表した。

①「高齢社会ならではの価値を発掘せよ！」②「山形の食を世界に広めよ！」③「東日本大
震災被災地に世界中から旅行者を集めよ！」④「庄内地方で暮らす魅力を販売せよ！」⑤
「イノベーションを起こせ！」グループ分け・研究テーマ決定・調査

各種講演会・テーマ別活動・大学研究　OBOGよりミッション受領（6月16日）
ミッション内容調査・希望調査

10年後、20年後、30年後の友・仕事・社会　-そこで生きる後輩へ先輩からのプレゼントと
してのミッション-　宮本健一 氏

設定した企業群毎にミッション横断的に10グループを作成し、OBOGに対してプレゼン
テーションを行った。解決策の問題点や矛盾点の洗い出し、アドバイスをいただいた。

東京亀城会 宮本氏をはじめ、東北公益文科大学教授、県高校教育課指導主事らをお招き
し、最終プレゼンテーションを審査していただいた。

ミッション解決策の再検討　英語プレゼンテーション準備

ミッション毎にプレゼンテーションを行い、相互評価で代表班を2班選出

▲わかつ学年団教師一同。東京
キャリア研修をはじめ、課題研究
を全員でやってきました。

▲各グループ、輪になってプレゼン。
ファシリテーターが進行、アドバイスしなが
ら、質疑応答が行われました。

▲11月、国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターで。
ファシリテーターとなったＯＢＯＧのあいさ
つ。「皆さんの豊かな発想、まとめて、人に伝え
る力は、今後きっと役に立つはず」

母校
支援

★11月と3月の様子を撮影し
た写真は、ＨＰにたくさん掲載
しています。
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酒東現役教諭座談会新年度を迎える前の３月下旬、酒田東高校の現役教諭５人に参集頂き、座談会を開催した。
卒業生たちへの思い、キャリア研修の成果や、東京亀城会への感謝・期待など、ざっくばらんに語って頂いた。

田
口
：
僕
は
去
年
卒
業
生
を
出
し
た
ん

で
す
が
、
夏
休
み
春
休
み
は
け
っ
こ
う

近
況
報
告
に
学
校
に
来
ま
す
ね
。
今

日
も
来
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
１
年
な
の

で
見
た
目
も
変
わ
っ
て
な
い
け
ど
楽
し

そ
う
に
や
っ
て
る
感
じ
で
す
。

近
野
：
私
は
大
学
４
年
生
に
な
る
子
た

ち
を
出
し
た
ん
で
す
が
、
け
っ
こ
う
飲

ん
で
ま
す
。
と
に
か
く
集
ま
る
の
が
好

き
な
よ
う
で
、
夏
も
年
末
も
こ
の
春
も

呼
ば
れ
て
。
結
束
が
強
い
ん
で
す
ね
。

田
口
：
真
嶋
先
生
と
一
緒
に
見
送
っ
た

学
年
が
こ
の
春
大
学
卒
業
で
、
就
職
の

報
告
も
。
そ
の
う
ち
飲
み
た
い
な
と
。

真
嶋
：
私
も
担
任
と
し
て
２
回
出
し
ま

し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
る
子
た
ち
も

い
て
、
た
ま
に
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

真
嶋
：
大
き
く
言
え
ば
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
で

一
回
外
に
出
る
と
地
元
に
帰
っ
て
こ
な

い
生
徒
が
多
い
で
す
が
、
酒
田
に
も
な

ん
ら
か
の
形
で
貢
献
を…

と
。
た
だ
活

躍
し
た
い
舞
台
が
違
う
と
は
思
う
の

で
、
ど
こ
に
い
て
も
幸
せ
な
人
生
を

送
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

田
口
：
バ
ン
バ
ン
活
躍
し
て
ほ
し
い

し
、Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
か
か
わ
っ
て
も
ら

え
た
ら
。
僕
は
、
自
分
の
母
校
は
多
分

二
度
と
行
か
な
い
で
す
が
、
酒
東
の
生

徒
は
卒
業
後
も
学
校
に
来
る
。
帰
省

し
た
ら
庄
内
弁
で
し
ゃ
べ
っ
て
。
い
い

伝
統
で
、
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

瀬
尾
：
ご
自
身
は
恩
師
と
今
で
も
？

田
口
：
全
く
な
い
で
す
！
（
笑
）
結
婚

式
で
恩
師
を
呼
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
と

ん
で
も
な
い
ス
ピ
ー
チ
し
て
く
れ
て

（
笑
）も
う
二
度
と
会
わ
な
い
！
と
。

自
分
も
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
と
思

い
ま
し
た
。

近
野
：
個
人
的
に
は
真
嶋
先
生
と
同
じ

で
、
一
人
一
人
納
得
い
く
人
生
を
歩
ん

で
ほ
し
い
。
必
ず
帰
っ
て
き
て
酒
田
を

い
い
街
に
し
て
く
れ
と
も
思
わ
な
い
で

す
が
、
こ
っ
ち
で
活
躍
し
て
く
れ
た
ら

そ
れ
は
そ
れ
で
嬉
し
い
で
す
。

佐
々
木
：
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
た
く

さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
あ
あ
い
う
先
輩
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
す
ご
く
面
倒
見
が
よ

く
て
、
と
て
も
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
下

さ
っ
た
。卒
業
生
た
ち
も
、後
輩
を
思
っ

て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

芳
賀
：
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
は
、
学

校
の
授
業
で
や
れ
な
い
こ
と
を
さ
せ
て

頂
い
て
る
と
思
い
ま
す
。「
問
題
を
設

定
し
解
決
す
る
」。
時
代
に
求
め
ら
れ

て
い
る
け
れ
ど
学
校
で
は
教
え
づ
ら

い
、そ
れ
を
、Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー

ト
で
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

近
野
：
数
年
前
一
番
最
初
に
キ
ャ
リ
ア

研
修
を
し
て
も
ら
っ
た
学
年
の
担
任

だ
っ
た
ん
で
す
。
あ
の
時
も
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

に
た
く
さ
ん
来
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
社
会
人
と
し
て
の
話
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
昨
年
、
そ
の
時
の
生
徒
た
ち

に
、
大
学
生
と
し
て
後
輩
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
た

ら
、
皆
快
く
忙
し
い
中
代
々
木
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
て
。
静
岡
や
筑
波
か
ら
も

喜
ん
で
来
て
く
れ
て
と
て
も
有
難
か
っ

た
で
す
。
先
輩
方
に
非
常
に
大
き
な
経

験
を
頂
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
ん
だ

な
、
そ
れ
が
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
に
受
か
っ
て

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
後
挑
戦

し
て
ど
ん
ど
ん
突
き
進
ん
で
い
く
力
を

つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

安
藤
：
学
校
の
目
標
は
大
学
に
入
学
さ

せ
る
こ
と
で
も
、
実
は
そ
れ
は
通
過
点

で
、
本
当
の
目
標
は
そ
の
先
に
あ
る
ん

で
す
よ
ね
。

近
野
：
キ
ャ
リ
ア
研
修
は
、
そ
の
あ
た

り
を
教
え
る
の
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

田
口
：
僕
の
学
年
は
、
キ
ャ
リ
ア
研
修

や
っ
て
な
い
ん
で
す
が…

。
僕
は
公
民

の
教
師
で
す
け
ど
、
結
局
社
会
の
こ
と

何
も
知
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
実

際
に
そ
の
職
業
で
活
躍
し
て
る
方
々
の

話
に
優
る
も
の
は
な
い
の
か
な
と
。

真
嶋
：
酒
田
は
狭
い
の
で
、
井
の
中
の

蛙
に
な
り
が
ち
。
そ
の
上
教
員
経
験
し

か
な
い
中
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
す
る
の

は
難
し
く
、
東
京
亀
城
会
の
方
々
の
存

在
は
貴
重
で
有
難
い
で
す
。
普
段
聞
け

な
い
生
の
話
が
聞
け
て
、
私
達
も
す
ご

く
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

芳
賀
：「
英
語
大
事
だ
ぞ
」
と
英
語
教

師
と
し
て
は
当
然
言
う
ん
で
す
が
、
最

終
英
語
プ
レ
ゼ
ン
に
審
査
員
と
し
て
い

ら
し
た
宮
本
さ
ん
も
池
田
さ
ん
も
、
普

通
に
英
語
で
し
ゃ
べ
っ
て
下
さ
る
ん
で

す
よ
。「
点
数
が
と
れ
て
も
、
そ
の
先

何
が
し
た
い
か
が
な
い
と
英
語
と
し
て

は
使
え
な
い
」
と
仰
っ
て
。
生
徒
た
ち

も
刺
激
さ
れ
憧
れ
ま
す
し
、
非
常
に

説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
：「
課
題
研
究
発
表
」
初
め
て

の
昨
年
は
、
皆
さ
ん
が
事
前
に
模
擬
発
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卒
業
生
に
期
待
す
る
こ
と

表
、
質
疑
応
答
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
し
て
下
さ
っ
て
。す
ご
い
な
あ
と
。

近
野
：
生
徒
た
ち
は
、
社
会
に
出
て

自
分
が
忙
し
く
な
っ
て
か
ら
「
あ
あ
、

先
輩
た
ち
は
こ
ん
な
に
忙
し
い
中
、

自
分
た
ち
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
あ
ん
な
に
熱
心
に
つ
き
あ
っ

て
く
れ
た
ん
だ
」
っ
て
気
づ
く
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
は
目
に
見
え
な
い

価
値
で
す
よ
ね
。
心
意
気
と
い
う
か
。

俺
も
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
っ
て

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

田
口
：
総
合
的
な
学
習
と
い
う
高
校
の

教
育
に
そ
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ

会
っ
て
、全
国
的
に
も
な
い
で
す
よ
ね
。

真
嶋
：
地
元
に
い
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
以
上

に
、
東
京
亀
城
会
の
母
校
に
対
す
る
思

い
が
熱
い
な
っ
て
。
週
刊
誌
で
の
大
学

の
合
格
者
数
と
か…

安
藤
・
瀬
尾
：
見
て
る
見
て
る
（
笑
）

真
嶋
：
職
業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
課
題
研

究
発
表
会
も
、
お
休
み
の
日
に
自
分
の

時
間
を
使
っ
て
来
て
下
さ
っ
て
。
こ
ん

な
先
輩
っ
て
な
か
な
か
な
い
な
と
。

田
口
：
な
ぜ
そ
ん
な
に
熱
い
ん
で
す
か

（
一
同
：
笑
）

佐
々
木
：
大
学
生
も
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
資
料
を
作
っ
て
き
て
活
用
し
て
ま

し
た
。「
僕
が
研
究
し
て
い
る
の
は
こ

う
い
う
こ
と
で
す
」
っ
て
、
後
輩
に
わ

か
り
や
す
い
説
明
し
て
く
れ
る
な
と
。

芳
賀
：
12
月
に
は
中
学
生
の
酒
東
見
学

会
が
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
何
班
か
が
課

題
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
ん
で
す

よ
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
構
成
し
た
安

易
な
内
容
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学

生
た
ち
は
と
て
も
感
激
し
て
。
３
月
の

英
語
プ
レ
ゼ
ン
の
際
は
、
宮
本
さ
ん
池

田
さ
ん
に
、
足
り
な
い
点
を
び
し
っ
と

指
摘
し
て
頂
い
た
の
で
、
生
徒
た
ち
に

は
、
自
信
も
つ
き
反
省
も
で
き
た
一
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
藤
：
あ
る
意
味
、
と
て
も
い
い
刺
激

の
循
環
で
す
ね
。

田
口
：
年
に
一
度
の
総
会
・
懇
親
会
に

関
し
て
は
、
大
学
生
た
ち
は
敷
居
が
高

い
印
象
を
持
っ
て
ま
す
ね
。

真
嶋
：
卒
業
し
た
ば
か
り
の
学
年
に
は

先
生
か
ら
連
絡
し
ま
す
が
二
年
目
か
ら

は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
同
世
代
が
い
っ

ぱ
い
く
れ
ば
行
き
や
す
い
ん
で
し
ょ
う

け
ど
、
上
の
世
代
ば
か
り
だ
と…

。

田
口
：
若
者
二
次
会
が
あ
れ
ば
く
る
？

瀬
尾
：
総
会
・
懇
親
会
は
ど
う
し
て
も

飲
ん
で
楽
し
む
場
な
の
で
、
別
途
、
同

じ
業
界
の
先
輩
に
話
が
聞
け
る
同
業

種
交
流
会
や
、
若
い
世
代
が
刺
激
し
あ

う
異
業
種
交
流
会
な
ど
が
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

真
嶋
：
在
校
生
だ
け
で
な
く
、
大
学
生

た
ち
に
も
キ
ャ
リ
ア
研
修
的
な
も
の
を

お
願
い
で
き
た
ら…

。

瀬
尾
：
そ
れ
を
、「
ぜ
ん
ご
塾
」
と
し

て
数
年
間
開
催
し
て
き
た
ん
で
す
が
、

情
報
が
大
学
生
た
ち
に
行
き
届
か
な

い
の
か
、
参
加
者
が
少
な
く
て
。

近
野
：
今
は
み
ん
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
繋

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
は
流
せ
ば

す
ぐ
に
広
が
り
ま
す
よ
。

安
藤
：
横
は
繋
が
っ
て
る
の
に
、
東
京

亀
城
会
と
は
繋
が
っ
て
な
い
ん
だ（
笑
）

田
口
：「
そ
こ
に
行
く
こ
と
で
得
ら
れ
る

価
値
」
が
あ
れ
ば
集
う
の
で
は
。
一
つ

卒
業
生
と
の
つ
な
が
り

キ
ャ
リ
ア
研
修
に
つ
い
て

上
の
先
輩
と
会
え
る
と
か
。
か
な
り
の

数
が
集
っ
て
、
会
い
た
い
人
に
会
え
る

と
い
う
の
は
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
か
も
。

瀬
尾
：
懇
親
会
に
参
加
す
る
上
の
世
代

は
ま
さ
に
そ
う
い
う
状
態
で
す
ね
。

近
野
：
た
だ
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
世
代

で
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

真
嶋
：
も
し
か
し
た
ら
「
後
輩
の
た
め

に
何
か
し
て
」
と
い
う
の
に
は
喜
ん
で

参
加
し
て
く
れ
る
の
か
も
。

一
同
：
そ
う
か
。
確
か
に
。
そ
れ
が

「
キ
ャ
リ
ア
研
修
」
な
ん
だ
ね
（
笑
）

瀬
尾
：
実
際
、
私
自
身
、
刺
激
も
受
け

る
し
い
ろ
ん
な
分
野
の
先
輩
後
輩
と
出

会
え
る
し
、
参
加
し
て
楽
し
い
で
す
か

ら
。「
キ
ャ
リ
ア
研
修
」
の
後
の
打
ち

上
げ
は
、
熱
い
で
す
よ
（
笑
）

田
口
：
東
京
亀
城
会
の
存
在
っ
て
大
き

い
の
で
、
組
織
に
入
っ
て
活
動
す
る
卒

業
生
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
し
、
そ
れ

は
母
校
が
好
き
で
な
い
と
無
理
な
の

で
、「
高
校
生
活
楽
し
か
っ
た
な
」
と

い
う
生
徒
た
ち
を
ち
ゃ
ん
と
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
で
す
ね
。

安
藤
・
瀬
尾
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
（
記・瀬
尾
亜
希
子 

65
回
）

▲真嶋、羽賀、田口、近野、佐々木（席順左から）

●田口　康平（42歳・秋田大曲高卒）公民、ボート部顧問、趣味/サーフィン ●芳賀　　崇（34歳・75回卒）英語、弓道部顧問、趣味/整理整頓 ●真嶋　亮子（44歳・65回卒）国語、吹奏楽部顧問、趣味/旅　
●佐々木　剛（41歳・68回卒）世界史、卓球部顧問、趣味/卓球、運動 ●近野　匡生（41歳・山形南卒）生物、山岳部顧問、趣味/虫取り　

座談会メンバー
（以下５人の写真の並び順 左から）

▲校内に大きく張り出された、校長先生
と各学年主任の激励の言葉。

進行役/安藤　茂克（60回）、瀬尾亜希子（65回）（ともに東京亀城会）

東
京
亀
城
会
に
つ
い
て

「
東
京
亀
城
会
の
方
々
の
存
在
っ
て
大
き
い
で
す
」
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森
万
紀
子
さ
ん
は
昭
和
40
年
に
小
説
「
単

独
者
」
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
周
囲
と
の
関
わ

り
を
絶
ち
、
単
独
者
と
し
て
生
き
て
い
く
ヒ

ロ
イ
ン
直
子
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
同
年

の
「
文
学
界
」
新
人
賞
佳
作
を
獲
得
。
芥
川

賞
候
補
に
も
な
っ
た
。
そ
の
後
も「
距
離
」「
密

約
」「
黄
色
い
娼
婦
」（
昭
40
〜
46
）
が
芥
川

賞
候
補
に
。
中
で
も
「
密
約
」
は
、
審
査
員

の
三
島
由
紀
夫
が
「
こ
の
小
説
の
興
趣
に
は

今
度
の
候
補
作
の
ど
れ
も
及
ば
な
い
」
と
評

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
55
年
に
は
、
郷
里
酒
田

を
舞
台
に
し
た
と
思
わ
れ
る
小
説
「
雪
女
」

で
第
８
回
泉
鏡
花
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

寡
作
な
が
ら
も
森
さ
ん
は
、
現
代
に
生
き

る
人
の
孤
独
を
、
密
度
濃
く
幻
想
的
に
描
く

作
風
か
ら
「
内
向
の
世
代
」
に
お
け
る
女
性

作
家
の
代
表
と
さ
れ
た
。
確
か
に
、
森
さ
ん

の
小
説
に
登
場
す
る
人
物
は
孤
独
で
心
の
奥

底
に
深
い
闇
を
抱
え
た
女
性
が
多
い
。
森
さ

ん
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
小
説
を
書
く
よ
う

に
な
っ
た
の
か―

―
―

。

　

森
万
紀
子
さ
ん
は
、
昭
和
９
年
12
月
に
酒

田
市
中
町
で
眼
科
、
内
科
医
院
を
営
む
家
の

次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
名
は
松
浦
栄

子
。
生
家
が
あ
っ
た
の
は
、
酒
田
市
役
所
か

ら
歩
い
て
数
分
の
場
所
で
、
現
在
の
商
工
中

金
が
あ
っ
た
所
ら
し
い
。
幼
い
頃
に
良
く
遊

ん
だ
と
い
う
佐
藤
茂
枝
さ
ん
（
27
回
卒
）
に

酒
東偉人
伝謎の作

家  

 

森 

万
紀
子

28
回
卒
（
昭
和
９
年－

平
成
４
年
）

芥
川
賞
候
補
に
な
る
こ
と
４
回
。

三
島
由
紀
夫
に
「
も
は
や
彼
女
に
芥
川
賞
は
必
要
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
し
め
た
作
家
、
森 

万
紀
子
。

し
か
し
な
が
ら
酒
東
卒
業
生
で
も
、

そ
の
名
を
知
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
森 

万
紀
子
さ
ん
の
軌
跡
を
、

関
係
者
の
声
を
拾
い
な
が
ら
浮
彫
り
に
し
て
い
く
。

森 

万
紀
子
と
い
う
作
家

作
家
・
森 

万
紀
子
さ
ん
の

原
点
と
は…

？

「
作
家
は
、

謎
を
残
し
た
方
が
い
い
」

▲左が森万紀子さん。
作家仲間と神奈川県の金沢八
景に旅行に行ったときの写真。
森さんは30代半ば。隣にいる
のは作家 山崎柳子。
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当
時
の
様
子
を
伺
っ
た
。「
と
て
も
大
き
な

家
で
し
た
。
茶
室
も
あ
っ
て
お
手
伝
い
さ
ん

も
い
ま
し
た
。
当
時
、
酒
田
で
は
珍
し
い
オ

ル
ガ
ン
も
あ
っ
て
、
遊
び
に
行
く
と
い
つ
も

弾
い
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
可
愛
ら
し
い

元
気
で
明
る
い
女
の
子
で
し
た
よ
。」
幼
い

頃
の
森
さ
ん
は
と
て
も
裕
福
な
家
庭
で
恵
ま

れ
た
生
活
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が

そ
の
後
、
森
さ
ん
は
次
第
に
そ
の
明
る
さ
を

失
っ
て
い
く…

。

　

酒
田
一
中
を
経
て
、
昭
和
25
年
酒
田
東
高

入
学
。
同
期
に
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
岸
洋

子
さ
ん
、俳
優
の
成
田
三
樹
夫
さ
ん
が
い
た
。

当
時
か
ら
文
才
は
あ
っ
た
ら
し
く
、
担
任

だ
っ
た
小
山
松
勝
一
郎
先
生
は
「
松
浦
栄
子

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
文
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
28
回
30
周
年
記

念
誌
よ
り
）。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
森
さ
ん

は
、
自
分
と
周
囲
と
の
〝
う
ま
く
噛
み
合
わ

な
い
部
分
〞
か
ら
生
す
る
〝
独
り
言
の
、
自

分
だ
け
の
世
界
〞
を
持
つ
た
め
に
、
小
説
家

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
森
さ

ん
が
そ
ん
な
境
地
に
至
っ
た
わ
け
と
は…

。

　

実
は
森
さ
ん
は
、
６
歳
の
時
に
父
を
亡
く

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
裕
福
だ
っ
た
暮
ら
し

は
長
続
き
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
母

と
も
高
校
卒
業
後
、
間
も
な
く
死
別
。
母
を

亡
く
し
た
頃
は
、
髪
の
毛
を
赤
く
染
め
、
現

実
か
ら
逃
避
す
る
か
の
よ
う
に
、
毎
晩
酒
を

飲
み
荒
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

若
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
、
感
受
性
豊
か

な
頃
に
起
こ
っ
た
様
々
な
出
来
事
。
そ
れ
ら

は
、
森
さ
ん
の
心
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
文
才
が
あ
っ
た
森

さ
ん
は
そ
の
時
の
感
情
や
思
い
を
「
小
説
」

と
い
う
形
に
し
て
訴
え
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か―

―
―

。

　

作
家
時
代
の
森
さ
ん
は
厭
人
癖
が
強
く
、

人
と
交
わ
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
う
人
だ
っ
た

ら
し
い
。
そ
ん
な
森
さ
ん
と
、
当
時
親
交
が

あ
っ
た
『
雪
女
伝
説 

謎
の
作
家
・
森
万
紀

子
』
の
著
者
、
高
橋
光
子
さ
ん
に
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。「
楚
々
と
し
た
良
家
の
お

嬢
さ
ん
と
い
う
印
象
で
、
と
て
も
小
説
を
書

く
よ
う
な
人
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

よ
。」
と
、
高
橋
さ
ん
は
森
さ
ん
と
初
め
て

会
っ
た
時
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
。

　

昭
和
41
年
、
高
橋
さ
ん
と
森
さ
ん
は
「
文

学
界
」
の
受
賞
パ
ー
テ
ィ
で
出
会
っ
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
二
人
の
交
流
が
始
ま
っ

た
。「
一
緒
に
出
掛
け
れ
ば
お
弁
当
を
作
っ

て
く
れ
る
し
、
旅
に
行
け
ば
お
土
産
を
買
っ

て
き
て
く
れ
る
。
と
て
も
人
に
気
を
遣
う
人

で
し
た
。
丁
寧
な
手
紙
も
何
通
か
も
ら
い
ま

し
た
。
で
も
森
さ
ん
の
字
は
シ
ラ
ミ
が
は
っ

た
み
た
い
で
読
み
づ
ら
く
て
。」
笑
い
な
が

ら
、
高
橋
さ
ん
は
続
け
た
。

　
「
そ
れ
な
の
に
あ
ん
な
激
し
い
小
説
を
書

く
な
ん
て
驚
き
で
す
よ
！　

森
さ
ん
の
小
説

は
、
性
描
写
も
激
し
い
し
文
章
も
難
し
い
ん

で
す
。
１
行
１
行
気
合
を
入
れ
な
い
と
分
か

ら
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
普
段
は
お
し
と
や

か
な
の
に
、
な
ぜ
あ
あ
い
う
小
説
を
書
く
の

か
。
今
で
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。」
普
段

の
様
子
と
小
説
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ

て
、
訳
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
当
時
森
さ
ん
か
ら
言
わ
れ

た
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
が
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
は
〝
作
家
は
謎
を
残
し
た
方
が
い
い
〞
と

い
う
こ
と
。

　
「
今
思
う
と
〝
良
家
の
お
嬢
さ
ん
〞
の
森

さ
ん
が
本
当
の
森
万
紀
子
さ
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
小
説
で
全
く

違
う
人
格
を
書
き
た
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
彼
女
の
場
合
、
作
家
人
生
そ

の
も
の
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
で
も
本
当
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

謎
な
ん
で
す
。」

　

晩
年
、
森
さ
ん
は
埼
玉
県
の
み
さ
と
団
地

で
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
平
成

４
年
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
、
ひ
っ
そ
り
と

こ
の
世
を
去
っ
た
。
現

在
、
郷
里
酒
田
の
泉
流

寺
に
眠
っ
て
い
る
。

（
記
・
安
藤
茂
克 

60
回
）

　

今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
佐
藤
茂
枝
様

〈
27
回
卒
〉、
熱
海
寿
美
様
〈
28
回
卒
〉、
五
十
嵐
智
様

〈
28
回
卒
〉 

、
五
十
嵐
昌
士
様
〈
28
回
卒
〉、
佐
藤
昭
様

〈
29
回
卒
〉
そ
し
て
高
橋
光
子
様
、
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲

『雪女伝説 謎の作家 
森万紀子』を書いた
作家 高橋光子さん

▲泉流寺

▲高橋さんに届いた
森さん直筆の手紙

▲森さんの
著書の一部
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東風ら
亀城人

　

３
月
、
三
軒
茶
屋
の
田
楽
茶
屋
「
多
ぢ

り
」
に
東
京
亀
城
会
の
若
手
が
集
ま
り
、

故
郷
と
の
関
わ
り
方
や
東
京
亀
城
会
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
４

月
か
ら
新
社
会
人
と
な
っ
た
伊
原
貴
義
さ

ん
（
86
回
）、
音
楽
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

サ
イ
ト
を
作
っ
て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
阿
部
彩
人
さ
ん
（
74
回
）、
外
資

系
金
融
機
関
勤
務
の
齋
藤
剛
さ
ん
（
72

回
）
と
、
進
行
役
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
安
藤
茂
克
さ
ん
（
60
回
）
で
す
。

安
藤
：
本
日
は
お
集
ま
り
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
日
頃
か
ら

酒
田
や
山
形
に
関
わ
っ
た
活
動
を
さ
れ
て

〝
故
郷
へ
の
思
い
を

イ
ベ
ン
ト
に
託
し
〞

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
つ
い
て
お
話
頂
け
ま
す
か
。

阿
部
：
帰
省
し
て
仲
間
と
飲
ん
だ
時
に
、

駅
前
や
中
町
な
ど
「
街
が
ガ
ラ
ン
と
し
て

る
」
と
い
う
話
題
に
な
っ
て
。「
地
域
興

し
フ
ェ
ス
」
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
な
い

か
？
と
考
え
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１

０
年
に
酒
田
で
、
２
０
１
３
年
に
は
渋
谷

で
「
も
っ
け
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
音
楽

フ
ェ
ス
＋
芋
煮
等
の
地
元
の
料
理
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

伊
原
：
僕
は
高
校
ま
で
は
地
元
が
嫌
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
大
学
１
年
で
帰
省
し
た
時

に
「
地
元
い
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
。
ヤ
マ

ガ
タ
未
来
ラ
ボ
と
い
う
、
山
形
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
人
や

逆
に
「
ど
う
せ
仕
事
な
い
か
ら
帰
れ
な

い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
に
向
け
て
の

情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
に
参
加

し
て
、
実
際
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
を
呼
ん

で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
毎
年

芋
煮
会
を
開
い
て
交
流
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
18
年
間
育
て
て
貰
っ
た
故
郷
へ
の
恩

返
し
と
、
自
分
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
想
定
し
た

情
報
収
集
も
兼
ね
て
で
す
ね
。

安
藤
：
齋
藤
さ
ん
は
仕
事
で
頻
繁
に
酒
田

に
帰
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

齋
藤
：
は
い
。
僕
は
長
男
な
の
で
親
の
世

話
を
し
た
い
、
だ
っ
た
ら
酒
田
で
仕
事
を

作
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
目
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い

酒
田
や
鶴
岡
に
は
、
最
先
端
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
が
入
っ
て
来
な
い
の
で
、
僕
が
情

報
提
供
し
て
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

安
藤
：
地
元
の
事
を
考
え
て
活
動
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
、
東
京
亀
城
会
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
昨
年
50
周
年
を
迎
え
た
東
京

亀
城
会
は
、
な
か
な
か
若
い
人
達
が
集
ま

ら
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん
と
齋
藤
さ
ん
は
以
前
か
ら
執
行

理
事
と
し
て
東
京
亀
城
会
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
よ
ね
？

阿
部
：
総
会
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
仮
に

一
度
来
て
も
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
会
費

が
高
い
で
す
し
。

齋
藤
：
そ
も
そ
も
若
い
世
代
に
は
東
京
亀

城
会
へ
の
帰
属
意
識
が
無
い
と
思
う
の

で
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
参
加
す
る
メ

リ
ッ
ト
と
い
う
か
、
魅
力
が
あ
れ
ば
誘
い

や
す
く
な
る
と
思
う
の
で
す
が…

。

伊
原
：
若
い
世
代
に
何
か
企
画
を
や
ら
せ

れ
ば
、
強
制
的
に
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？

安
藤
：
あ
、
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
ぇ
。
太

字
で
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

一
同
：（
笑
）

阿
部
：
僕
達
の
活
動
と
東
京
亀
城
会
が
直

接
関
わ
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

僕
た
ち
の
活
動
を
知
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
、
東
京
亀
城
会
が
情
報
発
信
の

場
に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
：
僕
は
来
年
が
幹
事
年
な
の
で
、
変

え
た
方
が
い
い
部
分
は
変
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

安
藤
：
諸
先
輩
方
が
50
年
間
続
け
て
来
ら

れ
た
事
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
こ

と
へ
も
挑
戦
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
話
題
が
出

た
の
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
ご
紹
介

で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
ま
た
こ
の
場

を
借
り
て
、
座
談
会
の
場
所
と
美
味
し
い

お
料
理
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
髙
橋
大
介

さ
ん
（
74
回
）
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
・
橋
本
裕
子 

60
回
）

　面白いことを考える若い諸君がいるものです。フェイスブックで繋がった若い人から、次のような企画の誘
いがありました。

『【緊急開催】渋谷で、「山形な人」500人に会うまで帰れません！企画』
　渋谷ハチ公前に立ち、通りがかりの人々に片端から声をかけます。その際、山形県出身者はもちろん、肉親
が山形県出身、山形に住んだことがある、さらには山形に行ったことがある、ついには山形が好きな？人まで
捜しだします。そして該当する人が見つかったら番号札を持たせて撮影する。以上を 500 人になるまで繰り返
すというイベントでした。なんとも奇想天外で、果たしてその日のうちに 500 人も集まるのだろうか、彼ら若
者たちは果たして帰宅できるのだろうか等と、老婆心な心配をしていました。
　２月６日当日、数値の足しにでもなればと、私も参加しました。当初は撮影後、知り合いの若者を激励する
程度での参加を考えていたのです。ところが、参加して、様子を伺っているうちに、私の心も変化していました。
「これ、超楽しいんですけど！」
自分の娘と同世代の行動に触発され、一緒になって数値を稼ぎに奔りはじめたのです。途中、別
件で２時間ほど外さざるを得ず、とても気がかりな状況で別件をこなし、フェイスブックでリア
ルタイムな状況を見ながら、
「あれ？これは思った以上に早く達成しちゃいそうだぞ！　ああ、間に合いたい。彼らと一緒
に達成の瞬間を見たい！」
　結果は、18 時 30 分頃達成していました。若人のバイタリティおそるべし。２月の寒空の下
でお腹も減ったろうに、ずうっと彼ら笑顔なんですよね。そんな姿に正直打たれました。
　さて、同窓会誌でなぜこのような話をするかです。実は、この奇抜なイベントのおかげで、
東京亀城会の会員、しかも当の本人がまったく認識すらしていなかった新会員と出会うことが
できたのです。しばらく会えていなかった同期、同窓会で既に著名な方、いつもお世話になっ
ている理事の方と、若干の時間差を以て繋がることもできました。若い世代の会員を総会へお
誘いすることもできました。若い世代、なかなかやりますねえ。
　その後も、彼らの企画による、「SUGAR BAR vol.８　～山形にまつわる部活、作ってみま
せんか」や、「ヤマガタユアターンサミット 2016」に私も参加させていただき、今後の自分と
地元との関わりについて、色々勉強させてもらっています。
　今後も、若者に煙たがられない程度に彼らの企画に参加させてもらい、これを通じて東京亀城会会員（とい
うか、会費を払ってくれる会員）を増やしていければなあと思う今日この頃です。
●謝辞　本記事の掲載を快諾いただいたTeam Yamagata Wings の鈴木愛海さん、佐藤史弥さんに心より感謝いたします。

▲安藤さん、橋本さん、
齋藤さん

▲

阿部さん、
伊原さん

▲左から88回伊藤
早紀さん、中央58回
梅津さん

▲

左から88回伊藤
早紀さん、58回五十
嵐泰子さん、74回阿
部彩人さん

▲伊原さんが今年2月に開催した「自分らしい山形と
の関わり方」を考えるイベントでは、山形出身の若者
を中心に100名近くの方が参加。Uターンを含め、参加
者同士でこれからの山形との関わり方を考えました。

▲

阿部さん企画の2014年8月
22日『もっけだまづり「東北6
県ろ～るショー！」～今夜はお
どって、うだって“サガダク
ション”～』＠酒田hope。下は3
歳から上は80歳代まで約130
名もの老若男女が来場で超満
員。自主制作の庄内弁ドラマ
「んめちゃ！」第2話を上映。

若手のパワーに期待 梅津　　功（58回）

若い力、光るなう

山形パワー！！

う～ん
難しい！

真剣に
語り合う
亀城会の
メンバー
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23回生集まれ！
足腰衰えても秋日和の銀座に八
名の元気爺が集合、医師や工学
博士、海外旅行マニアなど豊富
な話題とお酒で楽しんだ。

世界遺産姫路城と港都神戸の旅
バス観光、ディナークルーズ  2泊3日

酒東ふくの会は、昨年5月に第44回東京ふくの
会総会・傘寿記念を挙行しました。帝国ホテルで
の催しは５回目ですが、今回もドタキャンが出
たとはいえ酒田よりの10名をはじめ、九州・四
国・関西・北陸・東北と各地から20名の参加、総
勢66名で賑わいました。近況、健康、昔話等等であっという間の２時間。30分延長で、
酒の量は減りましたがデザートの食べっぷりは衰えません。最後は堀常子女史の指
揮で校歌を斉唱しました。第45回総会は28年10月12日（水）渋谷のNHK青山荘にて
挙行決定です。

▲

懐かしの
料理の「えご」

毎年恒例、第65期同期会&忘年会です。
一次会で盛り上がり過ぎ、気がつけば
4時間。慌てて二次会のお店にキャンセ
ルの連絡をしました（笑）。

東京珊瑚の会は喜寿の
年に35人（珊瑚！）集め
るのが目標！年齢から
考えると減少か？・・・
どっこい皆元気だ～。

還暦を迎えたのを機に、首都圏在住のメンバーが中心になってス
タートした酒東45東京同期会も、今回で４回目になりました。最
初の頃は、40数年ぶりに会うメンバーも多く、多少のぎこちなさ
もありましたが、4回目ともなるとみんな打ち解けて、大いに盛り
上がりました。酒田のこと、趣味のこと、高校時代のことなど、話
題は尽きず、あっという間に時間が過ぎてしまいました。みんな
元気に来年の同期会で再会できることを楽しみにしております。

12月5日に開催した37なかよし会。
年2回開催してますの
で、初めての
方も、久しぶ
りの方も是非
次回は参加し
てください。

恒例の小出さんの「山
の絵展」で集まり、新
橋で。皆だいぶいい気
持ちになっています。

まだ肌寒い3月26日、池袋にて恒例の東
京同期会開催。酒田からも2名参加、あわ
せて男女25名が集い、「きもと」「からげ」
「えご」をつまみに、おおいに飲み食べ楽
しいひとときを過ごしました。最後に、応
援歌・校歌の大合唱。フレ～～フレ～～。

11月に酒田で行われた亀城同
窓会に、幹事学年として77名
の同期が集まりました。家族
から「最前列が校長先生と担
任の先生？」と言われた人が
続出。全員同じ学年です。

新丸の内ビルディングの蒸
し料理レストラン・ムスムス
で開催された46回同期会。今
年も5月最終土曜の28日に新
大久保・キンタツライで開催。

関東在住の昭和53年卒業生
12名は、恒例の新年会を1月
23日、田町のインド料理店
ラニーにて開催しました。岡
山や松山からの参加もあり、
大いに懇親を深めました。

関東梧葉会は今年も1月の最終
土曜日、30日（土）に賑やかに開
催。地元酒田から2名、福島から1
名をあわせて18名の参加でした。
今回は中華料理とカラオケ～。

昨年9月に我々49回卒は10年振
りに同期会を行った。場所はル・
ポットフー。還暦を記念しての会
で、何の因果か60名の善男善女
（？）が全国より集った。懐かしい
顔に人さし指の大安売り、私も一
気に温厚ながら粗雑な性格の高
校生に戻ったが、写真を見れば一
目瞭然、「青春再び得ざるを思う」
一夜だった。

23回  後藤    健23回  後藤    健

65回  
山科  範泰
65回  
山科  範泰

35回  伊藤正治郎35回  伊藤正治郎

34回  飯田昭次郎34回  飯田昭次郎

45回  阿曽  芳樹45回  阿曽  芳樹

36回  本宮  正幸36回  本宮  正幸

63回  森田  美佳63回  森田  美佳

46回  高橋  常昭46回  高橋  常昭

53回  信夫  太志53回  信夫  太志

54回  岡崎  理香54回  岡崎  理香

49回  
石山  尚徳
49回  
石山  尚徳

42回  菅原  幸夫42回  菅原  幸夫

29回  富樫  弘喜29回  富樫  弘喜
傘
寿

37回  本間  勝弥37回  本間  勝弥

いなほ会。3月15日に14
人が新宿に集いました。

44回  
遠藤    功
44回  
遠藤    功
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会員分布数

総会出席数

Q.そもそも東京亀城会って？
A.山形県立酒田東高等学校（前身の山形
県立（旧制）酒田中学校、酒田第一高等
学校、酒田高等学校を含む）に存学した者
又は同校の教職員であった者で、主に関東
一円に居住する会員で組織され、約3,000
名を超える会員が各方面で活躍していま
す。会員の親睦、先輩・後輩や同期の仲間
とのふれあいを通した情報交換や研鑽等の
さまざまな交流の場であり、同窓生の皆様
はもとより母校及び郷里の発展に寄与する
ことを目的とした組織です。

A.酒田の亀城会は「亀城同窓会」という別
組織です。亀城同窓会は、卒業と同時に全
員が会員となりますが、関東一円に居住す
る卒業生を対象とした会が「東京亀城会」
です。他に各地には北から、北海道、宮城、
山形、近畿、地元には松山、平田、八幡、遊
佐、庄内の各亀城会があります。

❶創立５０周年記念総会・懇親会
平成２７年６月２８日（日）大手町「サンケイプラザ」４Fホール
担当：３０回・４０回・５０回・６０回卒業年次　　
❷会報第35号　平成２７年５月１日発行
❸母校支援
○ぜんご塾　総会、懇親会にて母校新卒の大学生に対して活動内
容の説明
○母校1年生東京キャリア研修支援
・平成27年11月1２日（木）国立オリンピック記念青少年総合センター
ファシリテーター18名派遣　
・平成28年　3月19日（土）同キャリア研修課題発表審査
❹母校１００周年基金募金

❶会報第36号　平成２８年５月発行
❷総会・懇親会　
平成２８年６月２５日（土）大手町「サンケイプラザ」
担当：３１回・４１回・５１回・６１回・71回卒業年次
❸50周年記念事業の推進
○同期会発足支援
○異業種交流会　10月8日（土）予定
○会員名簿の整理
❹母校支援　
○母校1年生キャリア研修支援
❺母校１００周年基金　募金の継続
❻亀城同窓会総会・懇親会出席
❼他校同窓会等との交流
❽理事会、会務執行理事会
○理　事　会　４月２３日、１１月２６日、２月４日
○執行理事会　４月９日、４月２３日、６月１１日、８月２７日
１０月１５日、１１月２６日、２月４日、３月２６日

❺創立５０周年記念事業
○記念誌発行（２，０００部）
○総会・懇親会における「小林綾子トークショー」などの開催
（創立５０周年記念事業は向こう3年間継続し、会報と連動したホーム
ページの充実、会員名簿の整備、新規同期会発足の支援などを行う）
❻亀城同窓会総会・懇親会出席
平成２７年１１月２１日（土）ホテルリッチ＆ガーデン酒田
❼他校同窓会等出席
如松同窓会、有煒会、鶴翔同窓会、酒田中央高校東京支部同窓会、
黎明同窓会東京支部、みやまちどり会、紫紺会、ふれあい酒田　
❽理事会、会務執行理事会等
○理　事　会　４月１１日、1１月２８日
○執行理事会　４月１１日、６月８日、６月２０日、７月１１日、８月３０日
１０月１７日、１１月２８日、１月２３日、３月５日

●日　時／10月8日（土）午後
●場　所／＠駒込 山形県育英会学生会館ホール
●参加費／1,500円～1,800円（予定）
【とくに60回～80回の方、ご集合ください！】
※詳細は、追ってホームページに掲載します。

【越後谷先生の思い出】
　先生は言語明瞭、頭脳明晰。とにかくお元気で、いつま
でも長生きしそうな感じで、1年前にもゴルフをご一緒させて
頂きました。訃報に接しても俄かには信じ難い、そんな思い
でいっぱいです。こちらがミスをし
ても、ワッハッハと大笑され、逆に
元気付けられた記憶も鮮やかに
蘇ってきます。残念の一言。もう
一度お会いしたかった。合掌。
（澁谷英夫　43回）

　永年会を応援してくれた第16回卒越後谷悦郎元相談
役が３月にご逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。

◆毎年６月第４土曜日に総会・懇親会（P20）
会員同士の旧交を温めるとともに、先輩から後輩まで
幅広い世代が交流する場です。毎年末尾が同じ年
次が幹事となり、総会・懇親会の運営をしています。今
年の幹事は末尾が「１」の卒業年次です。（P７～8）
◆現役酒東生や、後輩たちの支援
母校在校生へのキャリア研修（P8、9）や、大学
生、後輩OBOGへの社会人支援セミナー「ぜんご
塾」などを行っています。
◆異業種交流、同業種交流等のイベント、当会Ｏ
Ｂ・ＯＧによる講演会など会員相互の研鑽や交流
◆会報発行（年1回５月）
◆ホームページ運営

A.会長、副会長５名、監事２名、事務局長、理事
38名、執行理事22名の役員が会務を担っていま
す。執行理事会を年８回位、全役員での理事会を
年３回開催し、会の運営等について協議、決定
し、あるいは執行します。
それぞれの卒業年次の理事（各卒業年次１～３
人）が、横（同期会）と縦（同窓会）を結ぶ役割を
担っています。以下は、まだ理事のいない卒業年
次年ですが、是非理事になって会務のお手伝い
をしていただきたいと思います。【50回、55、66、
67、68、69、71、73、75、76、78回以降すべて】

◆今年度発足の同期会には、２万円の支援金が
出ます。ぜひこの機会に同期会を発足させて下さ
い。ご連絡は【kinfo@kijokai.net】へ。

新しい企画も含め、会員が楽しく運営していく組織
です。同期だけでなく、先輩や後輩との縁もできます。

Q.組織はどうなってるの？

Q.酒田の亀城同窓会
とは違うの？

A.会報が送られていない方は、当会に住所
登録されていない方です。関東地区にそうした
卒業生がおりましたら、【kinfo@kijokai.net】
へご連絡下さい。

A.６月の懇親会へいらっしゃる際に、一緒に
お支払下さる方もいます。ぜひ会費の納入
と会への積極的参加をお願いします。

　なお、会員や出席者などの分布はグラフ
のとおりですが、６月25日（土）の総会には、
ぜひご参加下さい。同期がたくさん集まる卒
業年次には、同期テーブルをつくります。

Q.どんなことをやっているの？ Q.会費2,000円は
振込みのみですか？

Q.友人のところには会報が
届いていないようですが。

東京亀城会への参加を！Q＆A

平成27年度事業概要

平成28年度事業計画

平成26年 登録会員数 平成27年 登録会員数
20回～29回

（昭和20年～29年）
30回～39回

(昭和30年～39年）
40回～49回
(昭和40～49年）
50回～59回
(昭和05～59年）
60回～69回

(昭和60～平成６年）
70回～79回

(平成７年～平成16年）
80回～89回

(平成17年～平成26年）

20回代

20回代 80回代30回代 40回代 50回代 60回代 70回代

30回代

40回代

50回代

60回代

70回代

80回代

計

428

779

607

431

99

42

124

2,510

366

754

596

436

101

37

100

2,390

卒業年次区分 平成26年
登録会員数

平成26年 登録会員数

平成27年
登録会員数

20回代 80回代30回代 40回代 50回代 60回代 70回代

200

400

600

800

200

400

600

800
平成27年 登録会員数

訃報

平成26年 総会出席数 平成27年 総会出席数
20回～29回

（昭和20年～29年）
30回～39回

(昭和30年～39年）
40回～49回
(昭和40～49年）
50回～59回
(昭和05～59年）
60回～69回

(昭和60～平成６年）
70回～79回

(平成７年～平成16年）
80回～89回

(平成17年～平成26年）

20回代

20回代 80回代30回代 40回代 50回代 60回代 70回代

30回代

40回代

50回代

60回代

70回代

80回代

計

8

61

15

9

8

1

0

102

12

53

23

16

34

2

0

140

卒業年次区分 平成26年
総会出席数

平成26年 総会出席数

平成27年
総会出席数

20回代 80回代30回代 40回代 50回代 60回代 70回代

18

35

53

70

15

30

45

60
平成27年 総会出席数
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布
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会則改正案

　会務の拡大に伴い、会則第三
章第六条「二、副会長五名以内」
を「二、副会長六名以内」に改訂
する。

新役員候補

　平成28年4月23日の理事会で、任期満了に伴う役員案が審議され、次の新役員案を会則改正と
ともに今年6月の総会に諮ることとなった。
○顧　問／上林　茂、相川俊明
○相談役／阿部鍈一、五十嵐昌士、鳥海俊材、阿部尚記、野口和雄、伊藤正治郎（新任）
○会　長／元木　徹（42回）
○副会長／本宮正幸（36回）、金井敏明（41回）、丸市豊也（45回新任）、髙橋常昭（46回）、阿部
浩美（54回）、梅津　功（58回新任）
○監　事／広瀬　武（32回）、信夫優子（43回新任）

東
京
亀
城
会  

平
成
27
年
度
決
算
案
、平
成
28
年
度
予
算
案

＜異業種交流いも煮会＞＜異業種交流いも煮会＞
開催！開催！

（27年度は50年記念誌、懇親会。
28年度は会報のリニューアル）

備　考

－第 36 号－　1819　－第 36 号－


